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1. 単純なモデル

　独占的地域会社(PTT)に新規参入長距離会社(NCC)が支払うアクセスチャージの決定問題



· 独立採算方式(FDC): 限界費用と固定費を負担

· 完全賦課方式: 限界費用と適当な配賦基準で固定費を負担

· 増分方式(ECPR): 機会費用のみを補填

· 長期増分費用(LRIC): 限界費用と現在最適な投資で必要な固定費を負担(日?)

· 包括的プライスキャップ: ラムゼー価格に収束するように価格を決定(米、英)

2. 2-wayモデル

　国際電話の精算問題



　B&K: 相互にアクセスチャージを払わない(FCC)

　差額精算: 超過分を一定の精算率で決済(ITU)

· アクセスを中間投入財として見なすこともできる

· アクセスチャージの低いと、社会厚生が高い

· 北から南への支払い超過になるが、依然として北でも利益が得られる

· ボトルネック回避、コールバック、再販、インターネット電話で多様化

インターネットで考えると、両ネットワークにあるサーバへの通信要求を電話の発話と見なせば、2 wayのB&KはIX-IX、精算モデルは、IX-ISPの価格モデルになりうる。
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